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１．はじめに

水田やその周辺施設における生業は水田漁撈に見られるように本来多様であり、それに

関する農村住民の「記憶」はまた多種多様である。さらに「記憶」そのものには現代の重

い課題である高齢者ケアに資する機能がある。その「記憶」の機能は過疎・高齢化にあえ

ぐ農村地域の振興においても重要かつ基本的な役割を果たしうるものと思われる。本報告

では、中国中山間地域における住民参加型地域振興、環境管理活動における「記憶」の機

能について検討し、その効果的な活用の手法を地域振興事業の担当者の個人的実践を前提

として検討するものである。

２ 「記憶」と地域資源．

現在、農村の諸環境から「地域資源」が見いだされ、様々な活動が実践されている。し

かしながら、同種の農村同士を比較した場合、本来地域固有であるはずの地域資源が似通

ってしまうという印象を持たれることが多いであろう。周知の通り、農村における景観、

生活環境、自然環境は地域住民の農業活動や生活活動により構築されたものである。すな

わち農村住民の一人一人の「暮らし」により、農村の諸環境は成立している。個々の住民

の認識において、農村諸環境は個人的な経験とその積み重ねである「記憶」そのものであ

る。したがって「記憶」とは地域資源を構成する基礎的な要素であり、その「記憶」を集

約する地域住民の「生き様」が色濃く反映しているからこそ「地域資源」は固有の資源な

のである。

特に高齢住民の「記憶」には、長い暮らしの中で培われた地域の環境評価とその活用の

ための方法、住民自身の身の丈に合った地域開発の経験、そして地域に固有な住民の合意

形成と組織化、すなわち地域意志の決定に関わる重要な要素が内在している。これは内な

る「チカラ」であり、地域資源の根幹をなすものである。

３．農村住民による「記憶」の再認知と地域振興活動

農村地域住民が「記憶」を再認知することにより、地域という現実と向き合う意志が醸

成される。そうしてその意志は現実の活動実践のための基本的な原動力となりうる。

【具体的な実践事例の紹介】

①中国中山間高冷地における転作小麦作の導入、加工・販売：岡山県・広島県山間部

中国中山間地域において４割にものぼる減反への対応として、大豆転作が推奨されてい

た。しかし、大豆は労働強度が高く高齢者の多い地域では必然的に耕作放棄が進展してい

た。一方、小麦作は気象条件から不可能とされていたが、生業調査による過去の小麦作の
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再発見を契機として新たな小麦作とその加工販売を実施し、現在まで６年継続している。

「 」 。 。② 記憶 の再認知による地域の将来展望の変化：島根県山間部農村における 図参照

③世代間に共通する「記憶」の共有による環境管理活動：

生業調査による「大田植え」に関する「記憶」から、そこで行われた「田植え唄」の意

味の伝承。→中学校の統廃合により、継続が困難になった伝統行事「田植え囃子」を地域

住民全体で維持継続していこうとする意志の醸成、住民組織化。

「田植え囃子」の意味→先祖霊に関連する田の神「サンバイさん」→取水する小河川に

田植え時期のタブー「サツキのうちはサンバイさんがハエンゴの背に乗っていんさるから

ハエンゴをとってはいけない」→農業用小河川が祖先神の去来の経路→小河川（川遊び）

に関する「記憶」の交流と共有（３０才代～７０才代 。放置されていた河川の住民によ）

る管理活動が今年から始まる。→地域資源として都市農村交流にも活用する意向も。

４ 「記憶」の伝承技術．

地域住民に「記憶」を再認知させる方法は、なにより「記憶」を語らせることにある。

そのためには民俗学における生業調査の手法が極めて有効である。

生業調査の手法は難しいものではない。ノートと鉛筆さえあればできる。対象者は古老

と呼ばれるような特別な住民でなくても構わない。現在、高齢化農村を担う普通の住民の

方が、地域振興を目途とする「記憶」の再認知のためには有効である。さらに調査を住民

と共同で行えば「記憶」の共有が可能である。また、公民館報や回覧板等による地域的な

メディアを使っての調査結果の公表は効果的である。

繰り返すが決して難しい手法ではなく、地域住民の共感を得やすく、信頼関係の醸成、

。 。地域情報の収集にも有効である なにより事業・普及の担当者が一人でできる手法である
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１．①現集落地のみの認知下
高齢者の集落ゆえ、この先借金を残すよ
うなことはできない。現状維持で細々と
営農するしかない。将来の展望ない。

３．①現集落地＋③農免道の認知下
まだ５年後だが農免道が開通すれば、
集落が活気づくかもしれない。年寄り
の楽しみごとで直売所をしてみたいの
だが、どんなじゃろう。

２．①現集落地＋②旧集落地の認知下
旧集落地は子供の頃の想い出と、父や
母の想い出がつまっている。今は荒れ
地になってしまった。残念で仕方ない。

４．①現集落地＋②旧集落地＋③農免道
による将来構想
「直売所」の実施を支援しながら、旧集
落地を活用した振興計画作りに意欲有り。
その計画中に現集落地の整備計画も盛り
込めば、事業実施意欲の醸成も可能。
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